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序

古代遺跡が数多くねむる奉良県は原始・古代の一中心であったことを私たちに教

えてくれます。奈良盆地にあってはその山麓に巨大古墳が営まれていますが、それ
くんなか

を支えてきた豊かな土地が国中でありましょう。なかでも田原本町は盆地の中央に

あって、豊かな田園地帯が広がり、米づくりが始まって以来多くの農耕集落が営営と

栄えてきました。唐古・鍵遺跡も弥生時代の代表的な農耕集落であります。

この唐古・鍵遺跡の調査も唐古池の第1次調査から半世紀をすぎ、第28次を数え

ることになりました。二十数次におよぶ調査は、ムラの範囲やムラの内容を除々に

ではありますが、明らかにしてきています。また、豊富で貴重な遣物群は、当時の

文化の高さを示しています。第27・28次調査ではムラを囲む東側の環濠を発掘する

ことができ、ムラの範囲をおさえることができました。

また、黒田大塚古墳は本町で唯一の前方後円墳で、三宅古墳群では二番目に大き

い前方後円墳です。今年度は第3次調査として、前方部を調査することができ、古

墳の全長をおさえることができました。　ノ

このような二遺跡について本書では調査概要としてまとめることができました。

本書に示した調査成果が、幾分なりとも御活用いただければ幸いに存じます。しか

しながら、まだまだ不備、不足な点があるかと思います。御批判、御教示を賜われ

ば幸甚です。

今後も唐古・鍵遺跡をはじめ、田原本町内の遺跡の調査を実施していく予定であ

ります。関係各位の御協力と御指導をお願いする次第であります。

昭和62年3月31日

田原本町教育委員会

教育長　岩　井　光　男
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例 口

1・本書は、田原本町教育委員会が昭和61年度国庫補助事業として実施した奈良県磯城郡田

原本町大字唐古及び鍵所在の唐古・鍵遺跡第27次発掘調査概報であるが、第27次調査地の

隣接地において水路改良工事に伴う第28次調査を実施したので併せて掲載し、遺構の関連

を把握できるようにした。

2・発掘調査は、橿原考古学研究所の指導を得、田原本町教育委員会　社会教育課が実施し

た。現地調査は藤田三郎が担当した。

3・調査にあたっては、土地所有者である飯田正勝氏をはじめ、唐古自治会長　森田好彦・

中村隆一両氏、ならびに唐古在住の方々に御理解と御協力を賜わった。記して感謝します。

4・調査補助員として、桑原久男・広川守・吉井秀夫・河野一隆・多賀茂治（京都大学）、

安藤広道（慶応大学）、虞瀬克彦・豆谷和之・久山高史・三沢由美・宇野祐子（奈良大学）

真鍋成史・松井慎一郎・天石夏実（同志社大学）の学生が参加した。

出土遺物の整理作業にあたっては、上記学生の他、梅原一恵、河野典子、末広真理子、

福島加代子、岡坂和子、宮崎玲子の諸氏の協力があった。

5・本概報の執筆及び編集は、藤田がおこなった。
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I．はじめに

唐古・鍵遺跡の発掘は唐古池の調査から本年で半世紀を経ようとしている。また、継続調査を

始めてからでは10年を数える。この半世紀の間に遺跡は国道沿線の虫食い的開発に破壊されつつ

も、事前調査のおかげで遺跡の範囲、その集落内容を解明しつつある。遺跡の範囲はおよそ29万

扉という大規模なものであり、ムラの範囲には環濠がめぐらされていることが判明してきた。遺

構・遣物も弥生時代全期間を通じてあり、大和の拠点的集落の一つとして位置づけられている。

しかしながら、史跡指定という行政的保護処置もいまだとられておらず、そのため早急に不明な

範囲について調査する必要にせまられている。

第1表　本書掲載発掘地一覧表

調査次薮 所　 在　 地 原　　　 因 地　 目 土地所有者 調　 査　期　 間 調査面積

第 27 次 唐古161－2番地 範囲確認調査 水　田 飯田正勝 1987．1．23へ′3．10 320 Iが

第 28 次 唐 古黒 白地内 水路改良工事 水 路 国 1987．2．5～2．10 275 が

幸いにも昨年に引き続き、唐古在住の

飯田正勝氏には発掘地の提供を受け、ま

た、地元の方々の御理解と御協力のおか

げで範囲確認調査をおこなうことができ

た。昭和61年度の調査は昨年度おこなっ

た第24次調査の東側50m地点である。こ

の場所は唐古・鍵遺跡の東端にあたる場

所であり、最も範囲の不明な位置であっ

た。これまでの調査は北西側が中心で、

内容が明らかになりつつあったのと対照

的に、この東側の地区は第24次調査のみ

であった。範囲確認調査の第27次調査で

は弥生時代の環濠と思われる大溝を5条

検出し、ムラの推定範囲をほぼ確実なも

のとした。第28次調査でもこれらの溝の

延長と考えられる溝を確認したので、合

わせて本書に掲載することとした。遺構

や遺物は少なかったものの、ムラの東端の

状況を把握できたことは大きな成果とい

えよう。

－1－



‡．第27次調査の概要

1．調査の全容

本調査地は遺跡の最も東端にあたる○この地点から東北東500mには弥生時代後期から古墳時

代前期にかけての法貴寺遺跡（志貴高校用地）、南東300mに中世館跡の丹波山遣臥同じく南東

1kmに法貴寺舞ノ庄遺跡がある。当該地は唐古・鍵ムラの本体とこれら遺跡の中間地点でもあり、

ムラの環濠推定ラインとともに各遺跡との関連も注目された○

調査は東西約80m、幅4mの東西に細長いトレンチを設定した。これは遺跡の東限をおさえる

のに有効的なトレンチとなった。調査はまず、機械力をもって水田耕土層以下3・4層分の土を

除去し、その後、人力による遺構検出につとめた。土地はムラ内部の土層層序とは異なるため、

遺構面の把握は容易ではなかった〇第3層直下において、トレンチ東半に砂層堆積がみられ古墳

時代後期の河道であることは確認できたが、下層遺構面は不安定な土層堆積上にあり、遺構面の

把握と検出遺構との関係を明らかに、するように努めた○

その結果、基本的に三つの遺構面を確認し、中世の土坑2基、古墳時代の河道2条、弥生時代

中期から古墳時代前期の大溝を7条検出した。大溝については廃土処理不可能となり、また、範

囲確認調査という性格から完掘はしていない。しかし、トレンチ全面において遺構を検出したこ

とにより、唐古・鍵ムラの範囲をおさえることができ、十分な成果があげられた。また、古墳時

代の河道を検出したことは法貴寺舞ノ庄遺跡との関連も考えられ、新たな課題も出された。
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2．遺　構

（1）．堆積土層

本調査地は東西の長さが80mに及び、また、遺跡地の縁辺部分にあたることから、弥生時代以

降の堆積土層は一定でない。いま、第4図に比較的良好な地点を選び、土層の柱状模式図をつく

って、関連をとらえられるようにした。

本地は現水田のため、水田耕土層（1）と水田床土層（2）は全面にみられたが、第3層以下につ

いては均一でなく、約10～20cmの堆積土層となる。したがって∴麗3層以下の土層について説明

を加えることとする。第3・4層は第5層上面より中世の土坑が掘削されていることから、中世

以降の洪水堆積土層と思われる○また、この第5層上面は古墳時代後期の遺構面でもある。第5

層・第6層は弥生時代後期の遣樺が第7層より掘削されていることから、弥生時代後期から古墳

時代前期にかけて形成されたと思われる。この第5層・第6層は砂質土であることから、この両

層も同じく洪水堆積土層と考えられる。第7層上面では弥生時代中期・後期の大溝を検出してい

る。第7層・第8層は灰褐色砂質土で、上層における砂質土層より硬い。弥生時代中期に形成され

た土層である。第9層・第10層上面では弥生時代前期末から中期の遺構を検出している。したが

って、この両層は均一でないが、弥生前期もしくはそれ以前の堆積と思われる。第11層はトレン

チ全面にあり安定している○これら層序ではトレンチ中央と西端が低く谷地形だったと思われる。

－17，900 －17，950
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′ f　J ＼／　　　　 ／ヽ

1
1

2
3

／ヽ’　　　　　　、′
1 2

3
2 2

4
43‾

5

3

4 5
6 5

57
9

10

7

77
10

Ji・　　　‘i．‾

10
蛸 ．て11

鼎　 ．．想潤駈
8隷詳報 萬・‾t

韻塾 攣．・‘．

ヽヽ．

10

蓄・転 義 ，一 葉音 酎竿識縫 判’熱田

劇－
1‘．．欝

じ　l
ぶ．．監

黒粘

・チし　‘
・黙；

，・．1＿炭粘
1　　　　　　＿＿　篭’

捌抗．．空
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． ；圭灰白色．．垂重光

1．耕土

2．床土

3．明褐色土

5．灰褐色微砂質土

6．暗褐色粘質土

7．灰茶色粘質土

9．灰黄色粘土

10．黒褐色粘質土

1．耕土

2．床土

3．黄灰色土

4．褐色砂質土

5．暗褐色砂質土
7．灰褐色砂質土

10．時灰色砂質土

1．耕土

2．床土
3．黄茶灰色微砂質土

4．灰褐色微砂質土

5．時黄灰色砂質土

7．時灰褐色粘土

10．時灰褐色粘土

Ⅰ　古墳・後期

．r弥生・中・後期
古墳・前期

－47．0

てこ一弥生・前・中期

1
弥生以前の堆積層

1．耕土

2．床土

3．茶灰色粘質土

4．灰褐色粘質土

5．暗褐色砂質土

7．時灰褐色砂質土

8．灰褐色砂質土

10．時灰褐色粘砂

第4図　第27次調査基本土層関連図（S＝％）
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第28次調査

ー17，890 －17，880 ー17，870m
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2．第27次調査古墳時代遺構平面図
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20m

第5図　第27次・第28次調査遺構平面図（S＝易。）



第2表　第27次調査主要溝・河道一覧表

溝 番 号
規　　　 模 （m ） 溝 底

標 高
走　 行　 方　 向

弥　　　 生 古　 墳
主 要 遣 物 備　　 考

幅 深　 度 工 Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 前 後

S D －201 5 以上 0．8以上
－ 東南東一西北西

ll
＋－十・

1l

完形土器

S D －101 3 ．2 1 ．0 46 ．1 南東一北西
ll

ll

⇔

S D －102 ⇔

S D －103 約 4 1 ．4 45 ．6 南東一北西 ← －ナ

S D －104 南東一北西 ⇔

S D －10 5 3 ．6
（9 1．4 45 ．8

東南東一西北西 十一一一◆ 再掘削
（9 0 ．8 46 ．4 ⇔ 完形土器群

S D －106 約 5
① 0．7 46．1

東南東一西北西 く一一→ 再掘削
② 0．9 46．3

河 道 工 1・・、2 0 ．4 東南東一西北西 完形土器

河 道 Ⅱ 1 ～ 3 0 ．3～0．6 東南東 一西北 西 ⇔ 完形土器

（2）．弥生時代・古墳時代前期の遺構

SD－201

本溝はトレンチ西端で確認した遺構である。トレンチ内に設定したサブトレンチで、土層堆積

から判断したものであるため、溝であるかどうか断定できない。断面図でみる限り、幅5m以上

のもので、深さ　0．8m以上を測る。溝の堆積は粘砂層・粘土層によって埋没している。粘砂層は

粘土にわずか砂を混じえるもので、遺物は含んでいない。ベース層である灰黒色粘土層とは区別

しにくい。遺物は本溝の最上層である黄灰色粘砂層からほぼ完形の大和型聾が、それより20cm下

位の灰色粘砂層から完形の広口長頸壷がそれぞれ単独出土した。このことから溝の最終埋没が第

I様式末から第I様式にかけての頃と推察される。

SD－106

SD－106は前述SD－201の東、約0．5mで検出した大溝である。本溝は2回の掘削がおこなわ

れており、再掘削によって初回の溝の大半を失っている。初回の溝の規模は幅約5m、深さ0．7m

を測る。溝は東南東から西北西方向へ走向する。最下層である灰黒色粘土層のみが残存していた。

この層内より第I様式初頭と思われる広口長頸壷が出土した。この溝は西側に平行するSD－201

と土層の堆積状況から同時併存する可能性がある。

再掘削の溝は約0．5m遺構面が上昇してから、すなわち弥生時代中・後期の面より掘られてい

る。規模はほぼ同じで溝幅約5m、深さ0．9mを測る。本溝は大半を灰白色粗砂層等で形成され、

粗砂層内にはラミナ層が発達している。これは溝を埋める洪水堆積物と思われ、溝の東側まで及

んでいる。砂層内には全く遺物が含まれていない為、時期はわからない。しかし、本溝の堆積土

層を覆うように暗褐色砂質土層があり、第Ⅴ様式から布留期の土器が包含されていることから、

ー　6　－



Y＝－17，920m　　　　　　　　　　　　　－17，922
L＝48m

1．耕土

2．床土
3．灰褐色粘質土
4．黄灰色砂質土

5．黄灰色微砂質土

6．時黄褐色粘質土
7．黄灰色粘質土

8．時灰色粘質土
9．時灰褐色粘質土

10．灰褐色砂質土
11．灰褐色粘土

12．黒褐色砂質土
13．暗灰褐色粘土

14．暗灰褐色粘土
15．暗黄灰色砂質土

16．灰黒色粘土‘
17．淡黒灰色粘土

18．黒褐色粘土（植物腐植土）

19．灰褐色粘土
20．灰黒色粘土
21．黒灰粘

22．灰褐色粘土
23．黒灰粘

24．黒灰粘
25．黒灰粘

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
l l　．l l　：　　　　　　　　　！

9～18：古墳時代前期

上層：9層

中層：10～14層

下層：17層

最下層：18層

19～25：弥生時代中期

第6図　SD－105南壁土層断面図（S＝％）

再掘削の溝は第Ⅳ様式から第Ⅴ様式の一時期におさえることができよう。このような砂層堆積が

後述するSD－102やSD－104にも存在することからもうかがえるo

SD－103

sD－103はトレンチのほぼ中央で検出した大溝である。溝幅約4m、深さ1・4mを測る比較的

深い大溝で、南東から北西方向に走向する溝の断面形態は二段掘りで、溝の中位にテラスをもつ。

溝内の堆積状況は最下層が灰黒色粘土層で約40cmの堆積を有するが、それより上位では、シルト

・細砂・粗砂層の互層堆積をなし、洪水による溝の埋没が考えられる。遣物はわずかな土器片で

あり、溝の時期決定は困難であるが、第Ⅲ様式の土器片が洪水堆積土層の下位で、第Ⅲ様式から

第Ⅳ様式頃の土器片が同層上部より出土しており、弥生時代中期後半に埋没したと考えられる。

S D－105

sD－105はトレンチの西端、SD－106とSD－103の間で検出した大溝である。二回の掘

削がおこなわれており、初回の溝は幅3・6m、深さ1・4mを測る。南東から北西方向へ走向する。

溝内の堆積状況は最下層に30cmの厚い黒灰色粘土層、その上部に木片等を含む粘土層が薄く堆積

する。遺物は少なく、最下層より第Ⅲ様式後半から第Ⅳ様式の土器片が出土している。

再掘削の溝は前述溝の上部に掘られているもので、ほぼ、同規模で深さ0・8mを測る。溝とし

ては幅のわりに浅いものである。港内の堆積は最下層に黒褐色粘土層（植物腐植土・第6図‾18

層）、その上部に淡黒灰色粘土層（17層）が約20cm堆積する。中層としては5－10cmの砂質土層と

－　7　－



粘土層の互層で形成されている。この中層内より多量の完形土器を含む土器群が検出された。完

形土器は小形丸底壷・鉢が中心で、溝の西肩（ムラ内部側）より投棄された状況であった。上層

は暗灰褐色粘質土層で、溝の埋土と考えられる。本溝の再掘削の時期は最下層からも布留式初頭

の土器を検出しており、庄内式から布留式にかけての頃に掘削されたと考えられる。

SD－101

SD－101はトレンチ東端で検出した大溝である。溝幅約3．2m、深さ1mを測り、南東から

北西方向へ走向する。溝の断面形態は逆台形を呈す。溝の堆積は東肩下位に灰黒色粘土と粘砂が

水平堆積しているのに対し、西肩付近は暗灰褐色粘土で切り込みがみられる。溝さらえをした可

能性がある。これらを覆うように砂磯・細砂層が上部に堆積し、洪水堆積物が溝を埋没させたと

思われる。遣物は土器小片2点のみである。下層より弥生中期の土器、砂層内より第Ⅴ様式の土

器を検出している。溝は弥生時代中期後半に掘削された可能性が高い。

SD－102・S D－104

SD－102はトレンチ中央、SD－103の東約3mで検出した大溝である。溝幅約4．3m、深

さ1mを測り、南東から北西方向に走向する。溝は幅広の浅いもので、断面形態は逆台形を呈す。

溝内の堆積土は粘砂・細砂・微砂層の10～70cmの厚さの土層が互層になって構成されている。掘

削後、早い時期に埋没したものと思われる。溝の中位で自然木・加工木を多く含んでいた。これ

らと混在する状態で第Ⅴ様式後半の土器も検出している。加工木等は流されてきたよう別犬況で

砂層内に埋没していた。

SD－104はSD－102の東肩より検出した小溝である。北西方向から東西方向に向きを変え、

SD－102に流れ込む小溝である。溝の規模は北西方向の時には1．6mを測るが、SD－102に

流れ込む東西溝になると幅0．8mに小さくなる。深さ　0．8mを測る。溝内の堆積は黒灰色微砂層

で形成されている。遺物は土器片が少量出土したのみである。溝の上面は河道Ⅱによって切られ

ているため、杭等についてはどちらのものか判断できないものもあるが、SD－104の東側の肩

部分に0．5mおきに杭が打たれている。また、SD－104の北西から東西に主軸をかえるコーナ

ー部分にも杭が打たれており、堰状にしていた可能性がある。時期は第Ⅴ様式で、SD－102と

ともに開口していたものと思われる。

S K－101

SK－101はトレンチ西端で検出したもので、弥生時代の土坑としては本調査で唯一のもので

ある。径0．7m、深さ　0．9mを測るほぼ円形を呈する土坑で、断面形態は円筒状を呈す。土坑の

堆積状況は単純で、三層に分層される。第1層：灰褐色砂質土層、第2層：暗灰色砂質土層、第

3層：暗灰色粘質土層となる。遺物は土器小片のみでほとんど含んでいない。土坑の時期は第Ⅴ

様式の土器片が含まれていることから、第Ⅴ様式頃の所産と思われる。土坑の性格はその形態か

ら井戸の可能性が高い。

ー　8　－



盛∋土三。2
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第7図　河道Ⅱ遺物出土状況図及び見とおし図（S＝％）　　第8図　河道Ⅱ出土須恵器（S＝％）

（3）．古墳時代後期ゐ遺構

河道I

河道Ⅱはトレンチ東半で検出した河道である。東南東から西北西方向へ流れる浅い砂層堆積層

で、河幅は一定しない。河幅1～3m、深さは0．4cm前後である。河道はベースを削りながら流

れていたと思われ、河道内は凹凸が激しい。10～20cm程の小ピット状の穴や1m程の穴が河道内

に多く形成されている。砂層堆積は細砂・微砂層で構成され、土層は安定した堆積でない。遣物

は砂層内に須恵器片や土師器片となって点在して出土したが、磨滅は少ない。また、河道の北端

では完形の須恵器杯蓋と杯身が重なった状態で出土した（第7図）。河道内の土器にはほとんど時期

差がなく、須恵器のI型式に相当する。

河道I

河道Iは前記河道Iの東側で検出した河道で、同じ方向に流れる。河道Iは河道Iに一部重な

りながら流れる。河幅1～2mで一定せず、また、深さも局部的に65cm程の深い所もあるが、平

均30cm程である。河道内は小ピット状の穴が多数あいている。本河道の堆積は暗褐色の砂礫層の

単層で、土器を多量に含んでいた。土器は完形土器を数点含む大形破片で、須恵器と土師器があ

る。完形土器には台付長頸壷や広口壷、杯蓋などがある。本河道内の遺物は若干古いものも混在

するが、須恵器のⅢ型式・Ⅳ型式に相当する。
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3．出　土　遺　物

（1）．土器

第27次調査において出土した土器は、弥生時代前

期から古墳時代後期まで含んでいるが、数量的には

古墳時代の土器が多い。遺構的にはSD－105、河

道I、河道Ⅲから完形品を含む良好な土器が出土し

ている。他の遺構については溝の所属時代を示すと

思われる資料を図示することにしたい。

SD－201・SD－106出土土器（第9図）

SD－201からは完形土器が2点出土した。第9

図－1は溝の上層（灰色粘砂層）より横転した状況

で出土したもので、口縁部の一部を欠く。器高28．4

cm、胴径20・6cmを計る。胴部が張り、長頸化した頚

部も太く全体におしつぶされた感じのするものであ

る。口縁部は大きく外反し、口縁端部は面をもつ。

端面は一条の沈線をめぐらした後、ヘラ状工具で刻

目をっける。頭部には細いヘラ措沈線が六条施され

ている。器面は全体にナデ調整後、丁寧なミガキを

おこなう。底部裏面は輪台状を呈し、植物繊維痕が

残る。また、局部的ではあるが、ケズリがみられる。

砂粒を多く含み、淡褐色を呈す。第9図－2は前述

の土器より10cm上で、黄灰色粘砂層からおしつぶさ

れた状況で出土した。保存状態は極めて悪い。倒鐘

形の休部にやや口縁部がしまる形態を呈す。口縁部

はゆるやかに外反し、端面には刻目をもつ。外面及び

口縁部内面には粗いパケが施され、内面は丁寧なナ

デ調整がおこなわれる。典型的な大和型聾である。

体部下半は焼成の為、器面は荒れている。

第9図－3はSD－106の東肩から東へ2m地点

の灰黒色粘土ベース直上で検出した。口縁部と胴部

の一部を欠くがほぼ完形である。球形の胴部に長頸

化した頚部がつく。口縁部は水平方向に強く外反す

る。端部は上方にわずかに肥厚する。頸部から胴部

にかけて9帯の櫛措直線文がめぐるが、この直線文

－10－

第9図　SD－201・SD－106出土土器

（S＝％）



0　　　　　　　　　　　15cm

第10図　SD－102出土土器（S＝34）

は4回にわたる継ぎ描きである。直線文間にはミガキがみられる。胴部にも全面ミガキが施され

ていたと思われるが、磨耗の為、一部は不明である。本土器は頭部の器壁が厚く1cmを計る。

SD－102出土土器（第10図）

sD－102の下層（灰黒色砂質土層）から破片ではあるがまとまって土器が出土した。第10図

－1は長頸壷の頭部である。円筒状の頚部に短く外反する口縁部がつく。口縁部はわずかに下方

へ肥厚する。口縁端部は面をもち、強いヨコナデによって、中央部が凹む0口緑部内面及び頸部

外面にはヘラミガキが施される。頚部内面には左上がりのパケがみられる。2・3は同形態の広

口壷である。扁球形の胴部に大きく外反する頸部がつく。2の口緑部は下方へ肥厚し、面をもつ。

口頭部は丁寧なヨコナデが施される。胴部上半にはパケ調整がみられるが、下半はナデをおこな

っている。内面には左上がりのパケが施されている03は胴部にミガキを施している。両者とも

に外面には煤が付着している。4は小形の長頭重の胴部である0鉢形の胴部下半を成形後、二帯

の粘土紐で胴部上半を成形する。外面にはハケがみられるが、ナデによって消されている0胴部

中央に最終のタタキをおこなっている。胴部中央の内面には局部的鯛占土のかき取りがみられる。

底部裏面には木葉痕を残すが、その上に一本の縦線がひかれ、記号文としている。5は要の口緑

部である。口縁端部は面をもっている。休部には右上がりのタタキが残る06・7は鉢である。

同形態であるが、6の底部は指先によって底部をつまみ出し、上げ底とする。6は外面にナデ調

整を施す。7は細かいパケを施すが、ナデによって消される。
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SD－105出土土器

SD－105の再掘削後の溝の中層内から完形土器を含む

多量の土器を検出した。また、少量であるが下層からも土

器を検出しており、わずかであるが時期差がみられる。

下層出土土器（第11図）

図化できるものは2点である。第11図－1は中形の聾で

ある。生駒西麓産で、いわゆる河内型庄内要とよばれるも

のである。口縁部は「く」の字状に屈曲し、口縁端部は面をも

つが、わずかに凹線状の凹みをもつ。上端は鋭い。口縁部

はヨコナデを施すが、外面には接合痕を残す。休部の外面

には細い右上がりのタタキを施す。内面は右から左方向の

ケズリがみられる。また、口縁部との界は鋭く、稜線をも

つ。第11図－2は高杯の杯部である。杯部は大きく外反す

るもので、杯部底面とは明瞭に屈曲する。精製土器で、内

外面には丁寧なミガキがみられる。

中層出土土器（第12図・第13図）

壷　第12図の土器は丹塗の二重口縁壷である。内

外面に丹が厚く塗られている。頚部以下は欠失する

が、口縁部から察するとやや太い頭部になるようで

ある。口縁部は大きく外反する。口縁部は内側に肥

厚し、聾の口縁部にちかい形態をもつ。パケ後、丹を

m眈

、
－
1
－
1
／

第11図　SD－105下層出土土器

（S＝％）

0

mO
C

第12図　SD－105中層出土土器1（S＝％）

塗り、わずかにミガキを施す。第13図一1は大形の直口壷である。球形の休部にやや外反ぎみに

直口する口頸部がつく。口縁端部は二重口縁壷のように内側に肥厚する。休部は縦位のパケを施

した後、横位の不規則なパケがめぐる。このようなパケの調整は要の休部の調整に似る。内面は

体部下半が左上がり、上半が右上がりのケズリをおこなう。内面の上部ちかくではケズリを消す

ナデがみられる。ケズリは頚部まで及ばない。休部中位には指頭庄痕を残す。2は小形丸底壷で

ある。扁球形の休部にやや内湾ぎみに立ち上がる口縁部がつく。内外面には細いミガキを施す。

嚢　3はS字口縁の聾である。肩部の張る婆で、口縁部は短くS字状を呈す。休部の上半には

貝殻による調整をおこなう。搬入土器である。4・5は球形の休部に内湾ぎみに立ち上がる口縁

部を有し、端部は内側に肥厚する。休部は縦位のパケ後、体部上部に横位のパケがめぐる。内面

は底部に指頭圧痕を残すが、上部には右上がりのケズリをおこなう。

鉢　鉢は大きく四形態がある。6－9は扁球形の小さな休部に発達した口縁部がつくものであ

る。休部は浅く、内面にはケズリの残るものもある。口縁部はやや内湾ぎみにをるものが多い。

内外面は細い丁寧なミガキが施される。さらに口縁部の内面には放射状にミガキを施し、暗文と
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第13図　SD－105中層出土土器2（S＝％）
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する。精製土器である。10～14は扁平引責い体部に段状の口縁部がつくものである。口縁部は短

く段をもって外反する。大きさは約9～18cm程のものである。いずれも外面は横位の細いミガキ

を施し、部分的にケズリが残っている。内面も横位のミガキを施した後、休部に放射状のミガキ

をいれ、暗文とする。これらの土器も前者と同じ手法で、精製土器である。15は扁球形の体部に

段状の口縁部がつくが、口縁部は上方へ立ち上がる。口縁端部はやや外反し、鋭く、体部にはミ
′

ガキ調整が残る。山陰系の土器である。16は聾にちかい形態のもので、球形の体部に短く外反す

る口縁部がつく。休部の外面にはミガキが施されている。また、内面は左上がりのケズリがみら

れる。本土器は粗製の鉢である。

器台17・18は器台である017は杯部であるが、端部・脚部を欠失する。浅い杯部に短く上方

に立ち上がる口縁部がつく。内外面にはミガキが施される。裾部とは接合部で剥離している。18

は脚部である。直線的に広がるもので、裾端部は鋭い。杯部とは中空になっている。外面には横

位のミガキを施している。両者とも精製土器である。

高杯19は高杯杯部である。上外方へ広がる杯部である。杯底部は小さく、口縁部が発達する。

杯底部と口縁部との界には一条の凹線がめぐる。口縁部の外面にはパケ調製、底面にはケズリが

みられる。脚部とは接合部で剥落している。

支脚　20は土製支脚である。底部から立ち上がる部分の断片で、およそ三分の一を残す。手づく

ね成形で、全面はナデ調整で仕上げられている。火熱の痕跡はみられない。

河道I出土土器

河道Iの粗砂層内から完形土器を含む多量の須恵器・土師器類を検出した。出土遣物はその型

式差から時期幅があるが、ここでは器種ごとに説明する。

須恵器（第14図・第15図）

杯蓋・杯身　第14図－1・2は杯蓋である。1は小形品で、杯身と区別できないものである。

天井部には×印の記号が刻まれている。2は口縁部と天井部との界が不明瞭なもので、口縁端部

は丸くおさめる。3は杯身である。小形品で受部は小さく外方へ突出する。口縁部は短く立ち上

がる。端部は鋭い。

高杯　4は高杯脚部である。長脚で二段の長方形の透かしを二方にもつ。脚部中央と裾部には

二条の凹線がめぐる。

壷・平瓶　5・6は脚台付の長頸壷である05は大き鯛P台がつくと思われる。6はハの字状

の脚台がつく。いずれも体部中央に凹線をめぐらす。7は平瓶で、休部天井に円形粘土をっける。

嚢　9・10は中形聾である。10はほぼ完形である。11は大形聾である。いずれも体部には平行

にタタキを施した後、カキ目をつける。

提瓶　第15図は大形の提瓶である○体部の上部には環状の把手を二つ付ける。体部はタタキを

施した後、カキ目が同心円状にめぐる。
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第14図　河道I出土須恵器1（S＝％）
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第15図　河道工出土須恵器2（S＝％）

第3表　河道I出土須恵器観察表
番号 器　 種 法　　　　　 量 調　　　　　　 整 色　 調 備　　　　 考

1 杯　 蓋 口径9．5cm　器高3．0cm 口縁部 ヨコナデ　 天井部へラ切離 し無調整 淡青灰色 天井部に×のヘラ記号あり

2 杯　 蓋 口径12．8cm　器高4．1cm 口縁部 ヨコナデ　 天井部回転へラケズリ 淡青灰色

3 杯 口径10．0cm　器高3．3cm 口縁部 ヨコナデ　 天井部へラ切離し無調整 淡青灰色

4 高　 杯 脚裾部径15．9cm 裾部ヨコナデ　 脚柱状部外面はヨコナデ、
内面はしぼ り痕 をのこす 淡青灰色 柱状部、裾部に二条 1 単位の

沈線

5 長頭壷 胴部最大径16．3cm

ノ亡

体部上半、頸部 ヨコナデ
体部下半回転へラケズリ 淡 灰 色 胴部に二条 1 単位の沈線 を2

組施す

6 長頭壷 口径7．8 cm　胴部最大径15．6cm
脚台径8 ．1cm

口頭部 ・体部上半ヨコナデ
体部下半回転へラケズ リ、脚台ヨコナデ 青 灰 色 胴部に二条の沈線 を施す

7 平　 瓶 口径6．5cm　胴部最大径15．7cm 口頚部ヨコナデ　 休部上半ヨコナデ
体部下半回転へラケズ リ 淡 灰 色 頭部 に一条の洗練 を施す

8 短頸壷 口径11．0cm　胴部最大径18．8cm 口縁部 ・休部上半 ヨコナデ
体部下半回転へラケズ リ 青 灰 色 胴部 に一条の洗練を施す

9 聾 口径19．5cm 口縁部 ヨコナデ 淡青灰色

10 聾 口径16．0cm　胴部最大径28．0 cm 口縁部 ヨコナデ　 休部上半平行条線タタキの
のちカキメ、体部下半平行条線 タタキ

淡黒灰色 体部内面は当て 具痕がのこる

11 聾 口径23．3cm 口縁部外面はカキメののちヨコナデ　 内面ヨ

コナデ　 体部上半平行条線タタキののちカキメ
淡 灰 色 休部内面は当て具痕がのこる

12 提　 瓶 胴部長径35．5cm
胴部短径31．0cm

口緑部ヨコナデ 淡 灰 色 扁部に1 対の把手
体部平行条線タタキののちカキメ 休部内面は当て具痕がのこる

※　ロクロの回転方向はすべて時計回り
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第16図　河道工出土土師器（S＝％）

土師器（第16図）

杯　第16図－1は浅い杯で、口縁部を丸くおさめる。全体に磨滅をうける。2はやや深くなる

杯で、口縁部は短く外反する。内外面ともにナデ調整をおこなう。

棄　第16図－3～7は聾である。3・4は小形の聾で、3はほぼ完形である。球形の体部にゆ

るやかに外反する口縁部がつく。端部は上方へ小さくのびる。4は底部にケズリがみられる聾で

ある。5～7は大形の聾である。5・7は同形態と思われ、口縁部は3と同様、上方へわずかに

突出する。外面に細かいパケ調整がみられる。7は体部中央に把手がつく。底部外面は磨耗のため

か、パケ調整がみられ如）。内面は接合部付近に指頭庄痕を残す。特に底部付近は多い。6は長胴

の聾になると思われる。口縁部はゆるやかに内湾ぎみに立ち上がる。端部はわずかに面をもつ。

外面にはパケ調整がみられる。
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（2）．石器・木製品

第27次調査において、石器は他の調査地点と比べものになら

ない程少ない。磨製石器1点、サヌカイト10点、流紋岩片4点

である。写真1は柱状片刃石斧で、刃部と基部を失う。幅3．7

cm、厚さ　3．5cm、現長7．0cmを計る。刃部は衝撃の為、階段状

に剥離し、基部は一度の圧力で折れている。石材は未鑑定であ

る。SD－103灰白色粗砂層から出土した。サヌカイトは削器

が3点、剥片（二次加工のあるものも含む）が7点である。

SD－102から剥片1点が出土しているが、他は遺構上面の包

含層や中世等の諸遺構から出土している。河道工から出土した剥

片はエッジが全て磨耗している。流紋岩は石包丁や砥石として

使われるが、4点とも剥片である。SD－105から出土したも

のは石包丁の素材になるかもしれない。他の3点は河道工と河

道Ⅲで出土している。

木製品はほとんどなく、SD－104から出土した杭やSD－

102から出土したツチノコ等で製品はほとんどない。

写真1　SD－103出土

柱状片刃石斧

4．ま　と　め

（1）．遺構

第27次調査は唐古・鍵ムラの東端にあたる地区で、本遺跡の範囲確認調査としては十分な成果

をあげることができた。発掘では弥生時代前期から古墳時代前期の大溝群、さらには古墳時代後

期の河道2条を検出した。弥生時代の大溝はその走向方向から唐古・鍵ムラの環濠と考えられる

ものである。本調査地は東西に約80m設定したため、微高地や微凹地部分が土層断面図より確認

できた。これによると、トレンチ西端は微凹地、トレンチ西半が微高地、トレンチ中央が微凹地、

トレンチ東端が微高地となる。この微地形の高低差は環濠の立地にも関係あるようである。環濠

はトレンチ西半の微高地に掘削されているのである。今回の調査では6条の大溝を検出したが、

時期的には2～3条の溝が開口していたと考えられる。これと第24次調査で検出している環濠の

条数をたすと一時期3～4条の環濠によってムラが囲まれていたことがわかる。そして、環濠は

微高地の縁辺部につくられ、内側の環濠から外側の環濠までは約150m程の幅をもつ。これは「環

濠帯」と呼ぶべき区域になる。唐古・鍵ムラの本体は径400mほどの区域にあり、それを囲む150

～200mの帯状の環濠群が設定される。この環濠帯の区域内には土坑等の諸遺構はほとんどか）。

これは居住区との区別が明確にあったためであろう。このように考えてみると、本遺跡で検出さ

れていない墓地群（方形周溝墓）や水田は環濠帯の外側に設定されている可能性がある。今回の

調査において検出した弥生時代後期のSDTl02とSD－104の関係は水田からの水を環濠に流
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し込むようにしていたと考えられる。SD－104の小港には杭列が並び、排水用に掘削されたも

のであろう。今後、さらに外側の調査が重要になっていくと思われる○
●　●

古墳時代前期に再掘削されたSD－105は唐古・鍵弥生ムラのその後を考える上で重要な遺構

である。古墳時代前期の遺構は、遺跡の西半に限れば第1・5・23・24・26次調査とほとんどの

地区で土坑等を検出している。今回の地点はこれらの一番外側にあたる溝になり、古墳時代前期

においても本地がムラの東端であったことを示している〇本溝が環濠になるのかどうか、今後、

周辺との遺構の関係でとらえていく必要がある。第13次調査においてはムラの西端を示す溝が検

出されており、本溝との関連が注目される。

次に古墳時代後期の河道であるが、この河道は今回の調査においては予想もしなかった成果で

あった。河道内に完形土器を含む多量の土器が検出された。土器は若干の磨耗がみられることか

ら、本遺跡周辺の遣物を流してきたものと思われる。唐古・鍵遺跡周辺では法貴寺・舞ノ庄遺跡

が考えられ、条里の乱れからも上流地域にあたる。今後、上流地域の確認が必要であろう。

（2）．遣物

第27次調査で出土した遣物は土器、石器、木製品、自然遣物等になるが、ムラから離れている

ため、全体的な総数は少ない。特に、石器や木製品は非常に少ない○遣物量の少なさはムラはず

れの様相を物語っている。これらの中で、注目されるものとしては、弥生土器と土師器がある。

弥生土器ではSD－201から出土した広口長頸壷（第9図－1）がある。従来の編年によれば第

一様式の新段階のものであるが、体部の張りが球形化し、口縁部にヘラ描の列点と沈線をめぐら

す要素は新相である。共伴資料がないことは残念であるが、櫛措文が伴う時期に相等するもので

あろう。唐古・鍵遺跡出土資料からいうと第22次調査SK－201出土土器群の時期にあたるもの

である。したがって、この時期に溝が掘削されることになるであろう。これは唐古・鍵遺跡の弥

生前期の環濠になると思われるものが、いずれもこの時期になることは注目される。

土師器については、SD－105よりまとまった資料を得た。下層資料が庄内期、中層・上層資

料が布留期にあたるものである。小形の精製土器が量的に多いことも注目される。なんらかの祭

祀的行為もうかがわせるが、土器以外の共伴資料がなく、その内容は把握できない。編年的には

唐古・鍵遺跡第13次調査SD－05出土土器群の次期にくる資料となる。

以上、簡単に遺構・遺物についてまとめてきたが、今後、整理作業の進展に伴い新しい知見が

広がると思われるが、正式報告に譲ることにする。
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Ⅲ．第28次調査の概要

1．調査の全容

本調査地は第27次調査の西側隣接地にあたり、唐古池から東へ100mの地点で遺跡の北東部に
［

位置する。第27次調査の経過からムラを囲む環濠の延長にあたると推測された。

調査は用水路改良工事のため、工事掘削部分の約2．5m、長さ110mの南北に細長いトレンチ

となった。また、現水路で廃土処理困難か状況であったため、遺構の確認と土層の堆積状況の把

握に努めた。その結果、弥生時代の大溝6条、近世井戸2基を検出した。トレンチ南端で検出し

たSD－101と、トレンチ北端で検出したSD－105，SD－106についてはほぼ完据することが

できたが、他の溝については上面での確認に留まった。しかし、第27次調査と本調査との溝が明

らかにされ、ムラを囲む環濠の方向性をおさえることができた。不本意な調査であったが、唐古・

鍵ムラの範囲を確実にしたことは重要な成果となった。

2．遺構

（1）．堆積土層

本調査における堆積土層は現水路になっていたため、また、断面図の部分が里道と重なってい

ることもあり、他の調査地点とは土層上部においてかなり異なる。第1層は里道部分にあたる土

8・暗茶褐色砂質土　8・暗灰色粘質土　8．灰黒色粘土　　8．黒灰色粘土　　7．灰白色粘砂

9・黒粘　　　　　9・黒粘　　　　9．黒粘　　　　　9．黒粘　　　　　8．茶灰色粘土
9．黒粘

第17図　第28次調査基本土層関連図（S＝‰）
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層で茶褐色土層である。この層は調査位置との関係上、トレンチの南端を除く全てに広がってい

る。トレンチ南端では水田面があり、第3層‥水田耕層、第4層：水田床土層となる。第5層は

灰褐色粘質土等で弥生・古墳時代の遺構面を覆っている。第6層は暗茶褐色粘質土等でトレンチ

全面に広がっている。この土層上面が弥生時代中・後期の遺構面になると思われる。第8層は暗

灰色粘質土や暗茶褐色粘質土等で一定ではないが、弥生時代前・中期の遺構面と考えられる。第

9層は黒色粘土層で粘土は硬い。弥生時代以前の堆積と思われる。第17図に示した基本土層関連

図から、第9層はトレンチ南半部分（Ⅹ＝－158，910m～－158，940m付近）で高くなっている

ことがわかる。この弥生以前の微高地状の高まりは弥生時代を通じてみられ、遺構面の高低差と

して現れている。この土層観察からトレンチ南端と北半が微凹地で、トレンチ中央よりやや南側

が高まりとして存在していたことがうかがえる。

（2）．遺構

第28次調査で検出した遺構は弥生時代の大

溝7条と近世の井戸2基である。弥生時代の

大溝については第27次調査で検出した大溝の

延長と思われるものである。トレンチの全面

において検出した。トレンチの南端で検出し

た溝をSD－101とし、北へ順次遺構番号を

つけた。

SD－101はトレンチ南端で検出した大溝

で、溝幅約3m、深さ1．3mを測る比較的深
第18図　唐古・鍵遺跡北西部の遺構関連図（S＝施00）

い溝である。南東から北西方向に走向する。

港内の堆積に大きく二分される。下層は黒褐色粘土で植物腐植土層である。上層は10－20cmの砂

質土層や砂層で構成される。遺物は上層から多量の土器を検出した。土器には半完形・完形の土

器が多い。時期は纏向1式が多いが、若干の庄内式の土器も含んでいる。これら両型式の土器は

層位的に分別できなかった。本溝の埋没が古墳時代前期にあったことはまちがいない。

sD－102は第27次調査SD－106に対応し、SD－106の上部砂層堆積を本溝の上面でも検

出している。SD－103は第27次調査SD－105に対応し、溝の上部は暗褐色砂質土で埋没して

いる。SD－104は第27次調査SD－103に対応し、溝の上部は暗灰色砂質土・暗灰黒色粘土で

埋没している。SD－105は第27次調査SD－102に対応し、溝の上部は暗灰色粘砂や灰色砂質

土等で構成されている。以上のSD－102～SD－105までは上部のみの確認で完掘していない。

sD－106・SD－107はトレンチの北端で検出した溝で、南東から北西方向へ走向し、両溝

は約3m離れている。両溝とも粗砂層によって埋没しており、同時埋没の可能性が高い。SD－

106は第27次調査SD－101に対応すると思われる。
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第4表　第28次調査検出溝一覧表

溝 番 号
規　 模 （m ） 溝　 底

標　 高
走 行 方 向

弥　　　 生 古　 墳
主 要 遺 物 備　　　 考

幅 深　 度 I Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 前 後

S D －10 1 約 3 ．0 1 ．3 4 5 ．4 南東 一 北 西 完 形 土 器群

S D －10 2 約 4 ．5 － － ク
第27次 S D －10 6

に対 応

S D －1 0 3 約 2 ．5
－ － ′ケ

第 27次 S D －10 5

に対 応

S D －10 4 約 4 ．5 － － ク
第 27次 S D －1 0 3

に対応

S D －10 5 約 5．5 － － 〃
第 27次 S D －1 0 2

に対応

S D －1 0 6 3 ．2 0 ．8 4 6 ．2 ク
第27次 S D －1 0 1

に対 応

S D →1 0 7 2 ．1 0 ．6 4 6 ．3 ク

X＝－158，956m ー158，954　　　　　　　　　　　　　　－158，952
L＝

48m

15

＼

茶褐色砂質土

、－－．＿

1．里道
2．茶灰色粘質土（耕土）
3．灰褐色粘質土（床土）
4．灰褐色粘質土
5．淡灰褐色粘質土
6．淡茶褐色粘質土
7．黒褐色砂質土
8．灰白色砂
9．黒褐色砂質土
10．灰白色砂

11．灰茶色粘質土
12．黒灰色砂

13．灰黒色砂質土
14．黒色砂質土
15．黒褐色粘土
16．灰黒色粘砂

17．灰色粘土

‾Ⅰ‘‾‾ニ／
＿＿ノ二．惑

＼　＼　　．．．．．・・・‘‘17

灰色粘土

茶褐色砂質土

第19図　SD－101西壁土層断面図（S＝％）

ー22－



3．出土遣物

第28次調査において出土した遺物は量的に少なく、大半がSD－101から出土した土器である。

他の遺構出土の遣物は少なく図化できるものはないので、ここではSD－101出土の土器について

説明することにする。

SD－101出土土器（第20・21図）

SD－101の上層から完形土器を含む多量の土器が出土した。第20・21図はその一部である。

壷　壷には広口壷（第21図－1・2）、直口壷（同一3～5）、長頸壷（同一6）などがある。広

口壷は口頸部が強く外反するものである。1は横長の球形の休部にパケを施した後丁寧をナデを

おこなう。2は体部下半の鉢部を成形した後、上半を三、四帯の粘土帯で成形する。そのため、

下半にはタタキ成形痕が、上半にはパケ調整痕が残る。直口壷には口頭部が直線的に外反するもの

もある。3は休部の上端にヘラによる鋸歯文をめぐらす。休部上半と頭部内面にはミガキがみら

れる。4は休部上端に竹管による記号文が押捺されている。記号文は横に三つ竹管文が並ぶ。休

部は全体にパケ調整がみられる。5は大形の直口壷で生駒西麓産の土器である。内外面にミガキ

がみられる。6は長頸壷であるが、頸部は短くなり、休部の張りは横長になる。2と4の壷の外

面には煤の付着がみられる。

嚢　7～10は小形の聾である。いずれも球形にちかい休部に大きく外反した口縁部がつく。口

縁端部は不明瞭ながら面をもつ。底部はわずかに

突出するが、丸底の傾向がみられる。休部は鉢部

までの成形が明瞭に残る。体部下半（鉢部）は右

上がりのタタキ成形、上半も右上がりのタタキが

多いが、8のように部分的に左上がりのタタキも

みられる。10は鉢部との接合に縦位のタタキを施

す。第20図には矢羽状のタタキを施す小片がある。

鉢・有孔鉢11は口緑部を外反させる小形の鉢

である。12・13は有孔鉢であるが、12は碗形の休部

に底部がつき、13は尖底の鉢となる。13は内外面

にケズリがみられる。14は口縁部の調整のか1鉢

であるが、底部の有孔を粘土で埋めている。

高杯　浅い椀形（15）と大きく外反する杯部（16）

の二種がある。15は口縁端部に一条の凹線をめぐ

らす。16は内外面に丁寧なミガキがみられる。

結合形土器17は広口壷の口縁部と高杯脚部を

結合させたものである。杯部は強く外反する。内

2

ク
㌔
≠
“
‖
〟
㌦

′：・
l　′　°　ヽ．

ヽ－t

‾‾1、ゝて

9　　　　．　　　1qcm

外面には細い丁寧なミガキが施されている。　　　　第20図　SD－101出土土器拓影（S＝％）
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L－．．．．．　　　雷　　　　　　　雷

第21図　SD－101出土土器（S＝％）
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4．まとめ

第28次調査は唐古・鍵遺跡の東端にあたり、南北に総延長110mに及ぶトレンチ調査であった。

用水路改良に伴う調査の為、万全の調査とはいえなかったが、第27次調査の成果と総合すれば、

ほぼ、本来の調査目的を達成することができた。調査では7条の大溝を検出した。これらは溝の

走向方向から唐古・鍵ムラの環濠になると思われる。本調査では時期的に把握できるものはSD

－101のみで他の溝は第27次調査に所属時期を委ねかすればならないが、この成果を考慮して溝

の所属時期を考えると次のようになる。SD－102は第工様式から第Ⅱ様式にかけて開口するが、

その後、埋没する。第Ⅲ様式にはSD－103とSD－104が掘削され、第Ⅳ様式頃まで開口する。

第Ⅳ様式から第V様式にかけてはSD－102が再掘削、SD－105・106・107が開口する。さ

らに第V様式末から布留期にかけてSD－101、SD－105が掘削・再掘削される。このように

みると、一時期における溝の開口は2条ほどで、第Ⅴ様式頃では4条開口していた可能性がある。

これらと第24次調査で検出している環濠を総合するならば、唐古・鍵ムラの北東部は一時期3条

～4条で、第Ⅴ様式は6条～7条ほどの溝でムラが固められていたことになる。このような環濠

の時期的変遷は、ムラの北西部の調査（第12・13・15・17・18・19・21次調査）でも同様な傾向

がみられることから、唐古・鍵ムラの北半は約150m程の「環濠帯」と呼ぶべき地域が設定でき

る。これらは微高地上に立地するムラに対し、その微高地縁辺に形成されている。この環濠帯の

区域においては土坑等の諸遺構も少なく、溝のみで形成される。したがって、この環濠帯の外部

区域に水田もしくは墓地等の遺構も考えられるが、今後の調査を得た射ナればならない。以上、

遺跡・遺構についてまとめた。

遣物においては土器が主であるが、SD－101から弥生時代終末の資料を得た。本溝の土器は纏

向1式に相当する良好な資料である。若干の庄内式の土器を含む点については、混在資料なのか

一括資料としてとりあつかっていいものか、今後の資料の増加をまちたい○
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b．調査地全景（西から）

a．遺跡空中写真遠景
（東から）





b．河道I　遺物出土状況
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a．SD－105古墳時代前期溝完掘状況（北から）

b．SD－105古墳時代前期溝遺物出土状況
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a．SD－101掘り下げ状況（北から）
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a．SD－106広口長額壷出土状況 b．SD－201壷出土状況

C．SD－201頚出土状況
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1・2－SD－201出土土器
3－SD－106西肩出土土器，4－SD－102出土土器
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1～7－SD－105出土土器



1～3－SD－102出土土器，4・5－河道Ⅱ出土土器，6・7－河道I　出土土器
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昭和61年度

想　田　大軍　古　墳

第3次発掘調査概報



例 口

1．本書は、田原本町教育委員会が昭和61年度国庫補助事業として実施した奈良県磯城郡田

原本町大字黒田所在、黒田大塚古墳の第3次発掘調査概報である。

2．発掘調査は、檀原考古学研究所の指導を得、田原本町教育委員会　社会教育課が実施し

た。現地調査は藤田三郎が担当した。

3．調査にあたっては、土地所有者である田村豊治氏に多大な御理解と御協力を賜った。記

して感謝します。

4．調査補助員として、加田隆志・豆谷和之・久山高史・古川秀幸・小林伸治（奈良大学）

の学生が参加した。

出土遺物の整理作業・概報作成にあたっては、豆谷和之・梅原一恵・河野典子の諸氏の

協力があった。

5．本概報の執筆及び編集は、藤田がおこなった。
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工．はじめに

黒田大塚古墳は既に昭和58・59年度の二度にわたる墳丘周辺部の調査をおこなってきた。第1

次調査は墳丘の北側と東側に5ヵ所、第2次調査では墳丘の南側に3ヵ所のトレンチを設定し、

墳丘規模と周濠の確認をおこなった。これらの調査成果から、現墳丘は二段築成の一段目が削平

を受けたものであることが判明した。また、周濠をもっことや埴輪、木製品を伴うことも新たな

知見となった。さらに、この古墳は中世・近世の大溝に墳丘を削られながら、溝が古墳の周囲を

めぐっている事実も判明した。これは古墳の西隣にある法楽寺や東隣にある近世屋敷跡との関係

が注目されるのである。小規模な調査ながらも多大な成果をあげてきた。

さて、本年度は黒田大塚古墳の西側において住宅が新築されるにあたり、事前調査として第3

次発掘調査をおこなった。調査地は古墳周濠部分にあたり、周濠と近世の大溝を検出することが

できた。これによって、古墳の全長、近世大溝の関連を明確にすることができた。

第5表

調査次数 所　 在　 地 原　　 因 地　 目 土地所有者 調査期間 調査面積

第　3　次
田原本町
黒田346－1番地 住宅新築 宅　 地 田村豊治 1986．6．11～

6．18
約22が

W－50　　　　W－4D W－38 W－28　　　　W－10

llll

E一川　　　　E－20　　　　E－30　　　　E－40　　　　E－50

1lilillili

－27－



Ⅱ．調査の概要

（1）．遺構
調査は対象地の北半でおこない、東西約11m、幅約2mのトレンチを1本設定した。調査地は

前方後円墳の前方部にあたる場所で、古墳とは道路を挟んで反対側になる。調査当初から周濠に

あたると思われた。調査の結果、近世大溝1条と古墳の周濠を確認することができた。また、周

濠の夕付則の立ち上がりが検出でき、古墳の規模がおさえられることになった。

古墳周濠

周濠はトレンチの西半において検出した。トレンチの西端において周濠の外側の立ち上がりを

検出したが墳丘側は近世大溝によって切られていた。残存する周濠の幅は7・4mである。第1次

調査における後円部側の周濠幅が推定8mであることから、墳丘側の立ち上がり部分のみが近世

大溝によって切られたと思われる。これから墳丘の全長を復元すると、約70mの墳丘規模になる

ことが判明した。さらに周濠を含めると約86mの規模を有することになる。今回検出した周濠は

底面が平坦でなく、凹凸があるが深さ約1mを測る。堆積土層は約0．6mの黒褐色粘土層（20層）

や黒灰色粘土層等で自然堆積土層である。遣物は黒褐色粘土層から大形の円筒埴輪や土師器壷が

検出されている。また、周濠肩付近からは先端が尖った棒状の木製品も出土している。

トレンチ北壁土層層序

工客土

Ⅱ暗茶褐色土
（水田耕土）

Ⅲ茶褐色土
（水田床土）

近世大藩堆積土
1．黄褐色粘質土
2．時灰褐色粘質土（茶色斑土含む
3．暗褐色粘土（茶色斑土含む）
4．暗灰褐色砂質土
5．暗灰褐色粘土
6．暗褐色粘質土

7．暗灰褐色粘質土　　　　　13．灰黒粘
8．暗灰褐色粘土　　　　　14．暗灰色粗砂
9．暗青褐色粘土（ブロック）15．暗褐色粘土
10．灰粘　　　　　　　　　　16．黒粘
11．暗灰褐色粗砂
12．黄灰色砂質土

第24図　遺構平面図及びトレンチ北壁土層断面図（S＝‰）

－28－

古墳周濠堆積土
17．暗褐色粘質土
18．茶灰色粘質土（砂粒混）
19．黒灰色粘土
20．黒褐色粘土（植物層）
21．黒褐色粘土（やや砂質）



近世大満

近世大溝はトレンチの東端で検出した溝で、ほぼ南北に走向する。溝の幅は6m以上（推定7

m）、深さ1．5mを測る。溝は段掘りで、溝の中位にテラスをもつ。また、溝はトレンチの南側

で一段高くなっており、トレンチ南側で終束する可能性がある。溝の堆積は灰色粘土層等で形成

されており、自然堆積土層である。遣物は円筒埴輪の他、瓦質土器、土師器が出土している。

本港は墳丘の一段目をカットしながら掘削していることから、第1次調査で検出した近世大溝

工と一連のものと考えられる。

（2）．出土遺物

第3次調査で出土した遺物は多岐にわたる。大半が古墳の周濠と近世大溝から出土している。

遣物は時期的に大きく四つの時期のものに分別できる。一つは古墳が築造される以前の土器で、

弥生時代前期から古墳時代前期のもの。二つ目は本来、古墳に伴っていた埴輪や須恵器、木製品

である。三つ目は古墳の周濠が埋没する過程で破棄された土器類、四つ目としては近世大溝に伴

う遺物群である。古墳周濠では1～3までの遺物群、近世大溝では全ての遺物群で構成される。

これらのうち、埴輪が最も多い。注目すべきは縄文土器が1点含まれている。

ぷ恥麒tht－可一岬生÷㌫よ

妄意表転義

第25図　古墳周藻出土遺物（1－4：S＝米，5：S＝％）
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弥生土器・古式土師器

弥生土器は第Ⅳ様式の土器がある。第25図－1は大形鉢の鉢部である。口緑部は内外に肥厚し、

体部との界には3条の凹線をめぐらす。鉢部外面には櫛措列点を上下に配し、その間を簾状文で

うめる。2は高杯脚部で、柱状の脚部に広がった裾部がっく。裾部はやや内湾ぎみに立ち上がる。

裾端部は上方へ肥厚する。外面はケズリをおこなった後、ミガキを施す。内面はヨコナデがみら

れる。全体に器壁が厚い土器である。3は台付聾で、纏向1式に相当すると思われる土器である。

小形の聾に脚台をつけている。脚台と聾の接合部には強いナデがみられる。体部下半には右上が

りのタタキがみられるが、ナデで消されている。口緑部は上方へ立ち上がり、片口をつける。部

分的にパケを施し、壷の口緑部に似ている。内面はパケ後ナデを施している。

円筒埴輪

円筒埴輪は無黒斑の大形品である。須恵質のものも含まれている。数点ではあるが、赤色顔料

を塗布したものもみられる。出土した埴輪の多くは基底部を欠いている。第25図－5は口緑部と

基底部を欠くもので、外面には粗い1次調整のタテパケが残っている。タテパケ後にタガを付け

ているが、タガは低い。外面の一部に赤色顔料が残っている。内面はナデ調整である。

土師器

第25図－4は聾である。平底にちかい形態で、休部はやや扁平になる。外面はタテハケを施す

が、全体に火を受け、器面は剥落している。内面は丁寧にナデ調整をおこなっている。

木製品

図版22－3は古墳周濠より出土した木製品である。全長140．3cm、基部幅5．6cm、同厚さ　2．5

cmを計る棒状木製品である。基部は両側に挟りをいれ、先端を尖らせている。

Ⅲ．まとめ

調査例の少ない三宅古墳群にあって黒田大塚古墳は最もその内容が明らかにされた古墳である。

これまで三回にわたる古墳周辺の調査で、古墳の規模とその外容がほぼ解明された。残念ながら、

今みる墳丘は一段目が近世大溝によって切られ、消失して一回り小さくなっている。この為、正

確な規模はおさえられないが、復元すると第6表のようになる。周濠は馬蹄形で、幅8mを測る。

第6表　黒田大塚古墳の規模

全長（周濠含） 墳丘全長 後円部径 後円部高さ 前方部幅 前方部高さ

規模（推定復元） 86m 70m 40m 8．2m 45m 7．7m

外堤についてはわからない。墳丘は前方部がかなり開く形態で、葺石はもっていない。埴輪は円

筒・朝顔形・蓋形埴輪をもつ。また、かさ形・鳥形木製品も出土しており、埴輪といっしょに並

べられていたと考えられる。主体部・副葬品は不明であるが、滑石製の双孔円板と管玉が第1次

調査で出土している。以上が古墳について判明した点であるが、今後、古墳築造以前の弥生集落

跡や古墳削平後の中・近世遺構との関連について把握していく必要がある。
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第26図　黒田大塚古墳墳丘測量図及びトレンチ配置図（S＝‰0）
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b．トレンチ全景（古墳周濠完据状況）


